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Chemicalanalyses and statisticaltreatments were carried out on canned pinehpplejuice  

Samples on the market．Results obtained were：  

Age：20．6±12．6mOnths after marlufacturlng．  

Vacuum：32．6± 2．7cm／Hg  

Detinnlng：120±8．Oppm．   

Someproductswerefoundtocontainover150ppmo［tin（thcmaximalallowanceof the  

Food Sanitation Low）presumablybecause of the行age（canned pineapplejuicesamples on  

the marketwere relatively old when compared to canned orange juice）．Itis also assumed  

that，SillCe the majority of the product was“rcpacked’’，Certain amount of the metalhad  

beenintroducedinto the juice from the container used for the transportation of5uice  

materialfrom plneaPple・prOducing areas．  

要   

吾々が購入したパイナップルジュース缶詰試料につき，化学分析及び統計処理の結果を考察す  

ると，製造後20，6±12．6ケ月の缶詰が購入され，その真空度は32．6±2．7cm／Hg であり，これ  

らの缶詰中のスズの含有量は120±8．Oppm．であった．   

又，食品衛生法の規格限界の150ppm．を越えた缶詰もあり，その原因として，市販品がオレ  

ンジジュース缶詰に比べると，既に古く，又，移入原料の輸送容器が起因するスズが加味された  

為と思われる．  
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1．緒  

ポーラログラフiとよる缶話の顧究第11報ではオレツジジュースを目標に．市販品について．そ  

の実態調査を行ったが．本報では前額と同様の灸件により，パイナップルジュース缶詰について  

調査を行った籍果を報告する．  

2．試料購入  

試料缶詰の購入は，前報と同様に全くその目的を説明せずに，あくまで消準者的立場より，百  

貨店3店，スーパーマーケット2店，′ト売店6店を2～4名のケループで廻り，同一製造日附群  

を5缶宛．計65缶を購入したが，琴造臼附の古い缶詰の購入は，オレンジジュース缶詰に比べる  

と，容易に入手することが出来た．即ち古い缶詰が市場に販売されていたと云うことになる．   

以上の一連の記録をTablelに示した．  

3．調 査   

調査1 購入価格   

購入情格は，一缶19円から50円lこまで広がっており，その平均価格は，   

Il＝il鮮  

度＝33   

即ち信葡限界95％で   

購入価格 33．0±6．7円であった．  

調査2  製造後検査までの経過日数   

購入した缶詰試料を，昭和40年8月31日現在を基準として，製造後の経過口数を求めると，そ  

の平均値は，  

n＝13群  

f＝20．6   

即ち，経過日数20．6±12．5ケ月であうた．  

調査3   缶材仕様   

購入した缶詰の内で，製造日附の古い昭和34年皮の製品には，ホットディップブリキが使用さ  

れており，又，昭和38年皮製品にも同様のブリキが使用されているが，其他の製品は竜気メッキ  

ブリキが使用されている．   

又，一部製品には．塗装缶を使用したものもあった．  

調査4  真空度   

真空度の劣化した缶詰が数個存在し，又真空度が零である缶詰もー缶存在した．その平均値  

は，  n＝65  

王＝32．6   

即ち，尖空度は，32．6±2．7cnl／Hgであった．  
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その累積度数分布を求めると，Figlとなる．  

4．測  定   

測定1  内容重畳，其地   

内容重量については，200gが一応保持されて  

おり，pIl値は3．1～3．6であり，糖度は8～15  

％で，メーカーによりそれぞれ特長があるが，  

人工甘味剤の使用品其他，特に例外的なものは  

試料巾より省いた．   

又，鉄の測定については，オルソフェナンス  

ロリン法で行ったが，特に異常値は認められな  

かった．   

その平均数値ほ，  

亡殉  

Fig．1Histogram of vacuumof canned Soft  

Drink on the【11arkeL  

n＝60  

j＝1．9   

即ち鉄の含有量は1．9±0．9ppm・であった．但し，試料No．163号は，内容ジュース自体が明ら  

かに異常を認めたので．計算から除外した．なおNo．163号の鉄の含有畠は22．8ppm．であった．  

測定2  スズの含有量   

スズの分析は，前額と同様，ポーラログラフ法（註1）で行ったが，Tablelでも明らかなよ  

うに，12点もの食品衛生法の規格限界である150ppmを越えた缶詰が存在した，   

その平均数値は  n＝60  

j＝120．4   

即ち．スズの含有量は，120．4±8．Opl）m．であった．  

但し，明らかな不良品群No．161～No．164は  

計算から除外した．  

又，測定せるスズ畳について，累療度数分布  

を求めると，Fig，2のようになる．  

測定3  スズ品と試料数其他  

店頭に見受けられるパイナップルジュース缶  

詰は．Fig・3に示したように，各種の要因がバ  

ラツいており，オレンジジュース缶詰のように  

限定された繭品が多いとは云い難い．  

又，製造日附の古い缶詰は一応廉売されてお  

り，この商品には，スズの含有品の多い缶詰が  

多い事も事実である．   
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Fig．3  Numt妃rS Of Sample and tin  

Content atVarious Selling price．  
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Fig．4 Tin contentand Vacuumof Canned  

Soft Drink at VariousPacked Time．  

測定4  スズ量と経時別及び真空度   

缶蓋の刻印を基準にして，製造年次別にスズの含有量を比較して見ると，Fig．4のようにな  

n．オレンジジュースのような柏8削ま全く求められない．又同様に真空度についても新，旧の問  

に栂調がない．この点については，原産地よりの移入時に使用した五ガロン缶或は特一号缶等第  

一次缶詰巾のスズが既に溶存しているような原料を使用した為，スズを中心とした相関を求める  

ことが不可能であったと思われる．   

又，この点については，塗装缶に詰められた一群の試料即ち，No．106～No．110の試料にも，  

97～105ppm．のスズが換出されたことも理解出来る．  

抽衛生法規限界を越えた缶詰の検出率は一志「×100＝18・蛸になる，  

Tablel Cut・Out teStOf canned pineapple drinks on血e market  

む  
・  ∽  ヽ．■■  ■ロ  
a  β  ＝〉  

く勺   再 tリ  

P   ∈ コ  
む  包  ぷ讐   

t＝  コ U 【弓 ＞ 

l  

L ぷ ∈  くち 「⊃  
qJ  

圏  
U  

a  ExS 

コ 】＝    ■てコ U U  qJ ∈    U  a  】＝ e llll■  戸  

101   
J  n ⊂〉  

ET豆TET  17  19．5  8．4  5．1  200   
40  40  ∽  ／′／′ ′′   17  8．5  8．4  2．2  160   

103  6  9    市  22  ′′     ′′     ′′  十ト  208．5  3．47   20  10．0  8．4  3．0  210   

／′ ′′／′  18  9．5  8．4  5．2  220   

105  104  29  2  200  qJ l一 くく  ′′ ′′ 〝   21  9．5  8．4  2．7  170   
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106  塗  205．5  39 44  10．5 12二0  12．8 12 

107  40  40   ロ  芯 ，上d  
旨  ノ′   200．5   ．8   

108  6  9    ∈  35  ′′  〝  ′′  202．0  3．25   40  11．0  13．0  1．2  97   

109  17  1  200  qJ 【⊃． コ  ′′  〝  〟■  198．0  3．25   48  13．0  13．0  0．5  107   

110  ∽  ′′  〝  ′′  204．0  3．25   45  10，0  13．0  1．9  叩9   

111  ET  ET  ET  ＿」  205．5  3．45   37  9．0  13．0  3．9  115   

40   ′′  ′′  ′′  ±  209．0  3．43   37  8．0  12．8  0．5  132   

113  5  9  qJ ゝ■   

40  ロ  〝  ′′  ±  207．q  3．46   36  9．0  12．8  2二7  134   

200  ′′  ′′  ノ′  ⊥」  206．0  3．46   37  9．5  13．0  2こ5  125   

115  ・■■  ′′  〝  ′′  ＝ヒ  207．0  3．46   34  9．0  13．0  3．1  ・135   

116  亡 qJ  

ロ  
ET  ET  ET  ±  208．0  3．57   39  9．0  14．4  1．0  67   

40  む  〝  ／′  ロ  ±  203．5  3．57   44  11．0  14．4  1．5  87   

118  12  9  
「コ  

く弓   
40  ′′  ／′  ′′  ±  205．0  3．57   42  10．0  14．4  1．0  P3   

2DO   ′′  〝  〝  ±  202．5  3．58   45  11．0  14．8  1．5  74   

12（）  ′′  ′′  ′′  ±  204．5  3．52   46  10．5  14．8  0．7  92   

121   
ロ  む  

ET  ET  ET  ＋  205．5  3．42   32  9．0  12．9  2．9  121   

39  40                              122  【匂  ′′  ノ′  ′′  ＋  206．0  3．43   34  9．0  12．9  2．1  108   

123  12  9    E l 
｛   34  10．5  12．9  2、4  135   

124  8  10  200  q 円 コ  ′′  ′′  ′′  」」  206．0  3．40   34  9．0  12．9  1．8  105   

125  ′′  〟  ′′  十  202．0  3．3g   35  11．0  12．9  2．2  133   

126   
■■■  

ロ  
ET  33  8．0  14．4  1．6  133   

127 3P 4P ◆■  ′′   36  臥0  14．8  1．4  123   

35  40  11．0  1ヰ．8  1．9  133   

〝  3S  11．0  14．8  2．5  135   

130  200  ′′   36  8．0  1与．0  2．1  129   

131   HD  32  13．5  12．8  0．5  111   

39  40   ′′  19  7．0  13．2  0．4  100   

133  8  9  50    ノ′  30  11．0  12．8  1．1  132   

200  ′′  20  9．0  1i．2  1．1  111   

135  ′′  20  8．0  13．2  0．8  114   

136  HD  26  8．0  14．6  2．l  115  

137  38  40   ′′  26  10．0  14．．6  0．9  107   

138  8  9  ′′  33  12．5  14．6  0．7  124   

〝  24  9．0  14．7  l．0  98   

139  21  9  200  a ○ ＿】コ  ′′   18  9．0  15．0  1．0  127   

141  
ゝ．■  

HD  26  11．0  12．9  3．0  t55  

142  38  40   ／′  18  9．0  12．9  0．8  116   

40    ′′  204．0  3．73   18  10．0  12．9  2．5  125   

144  12  9  200  ノ′  19  11．0  12．9  2．9  141   

145  ロ   19  10．5  12．9  2．6  150   

146  ET  ET  
38  40  ロ  

37  7．5  14．7  0．9  106  

147  ′′  40  9．0  14．7  1．0  98   

148  6  9  ロ  43  10．5  14．7  0．6  129   

149  11  2   200  ロ  39  8．0  14．7  1．3  99   

158  ′′   40  9．0  14．7  2．8  117   
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ETET  48 10．5  14．1 2．9 122  

′′′′  47 11．0  14．2 l．8 121  

ノ′′′  47 10．5  14．2  3．0 114  

〝〝  48 11．5  14，2 1．9 119  

／′〝   48 10．5  14．6  2．5 108   

ETET  40  8．5  13．4 1．8  99  

ノ′′′  42 10．0  13．4  2．9  97  

20    〟〝  38  8．0  13．6 1．6  87  

〝〝  39  8．0  13．6  2．1  98  

〝〝   40  9．0  13．6 1．6 101  

HD！HD  HD  ＋ －294．0  3こ93  28 13．5  13．6  7，8  229  

／′    ′′  〝  十  318．0  3．91   13  7．0  13．7  9．9 188   

19  ′′    〝  〝  ・什 301．5 4．21  0 11．5  13．7 22．8  2：弘  

′′    〝  〝  ＋ 313．0  3．94  21  8．5  13．6 12．4 197  

′′    ′′  ／′  十 314．5 3．93   19  8．0  13．6 11．7  200  
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結  

我々が調査したベイナップルジュース缶詰65点につき－ 化学分析及び統計処理の結果を考察す  

ると，一般に市販されているパイナップルジュース缶詰は製造後8ケ月～33ケ月経過の確固の缶  

詰である．その真空度は32．6±2．7c111／Hgであり，スズの含有量は120±8．Oppm・であった．  

又，食品衛生法の規格限界の150ppm．を越えた缶詰もあり，その県因として考えられる点は，市  

版オレンジジュース缶詰に比べると，経時日数の古い缶詰も市場に存在した点及び塗装缶中にも  

著塾のスズが測定されたことから．移入原料中に慨に相等最のスズが存在したのではないかと思  

われる．  
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